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揖斐川町派遣社会教育主事揖斐川町派遣社会教育主事 小林小林 一隆一隆



はじめにはじめに
【事例発表参加の目的】
① 当該活動への御指導、御助言
② 地域内啓蒙に向けた外部評価
③ 坂内地区に提言して下さる有識者の発掘③ 坂内地区に提言して下さる有識者の発掘

【おことわり】
① 動き出したばかりで実績がない活動
② 発表者の実態把握不足
③ 当該活動の伴走者としての立場で発表



坂内の概要坂内の概要
９８．７％が森林

岐阜県の西端

坂内広瀬地区 ２００８.２.２５



坂内地区データ坂内地区データ
（平成２０年２月１日現在）

人 口 ５３１人
世帯数 ２５７世帯世帯数 ２５７世帯

高齢化率 ５５.７％



坂内地区データ坂内地区データ
坂内の人口推移
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高度経済成長期における若者の流出



坂内地区データ坂内地区データ
坂内の人口推移
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年度住民の「危機感」を鈍らせる
なだらかな「過疎化」



生活実感としての「過疎化」生活実感としての「過疎化」
（１０年ほど前に実感したことの例）

ほ場整備したばかりの田がほ場整備したばかりの田が
あっという間に荒れ始めるあっという間に荒れ始める

（以前には考えられないこと・・・）

地区役員（含地区役員（含 寺や神社の役）の寺や神社の役）の
当番が速く回るようになってきた当番が速く回るようになってきた

（以前は一回やればよかったのに・・・
今は掛け持ちも当たり前に・・・）



平成８年度坂内村第三次総合計画平成８年度坂内村第三次総合計画

予想：人口７２０人 → １０年後に５３０人

目標：人口７２０人 → １０年後に８３０人目標：人口７２０人 → １０年後に８３０人

・雇用機会の創出 ・スポーツレクレーション施設
・村営住宅建設整備 ・国道のトンネル化
・居住環境の改善 ・高齢者との交流や郷土教育
・文化施設の充実



敦賀まで１時間

関西の玄関口

八草トンネル八草トンネル

国道３０３号線国道３０３号線

坂内地区内の
二車線化

国道３０３号線国道３０３号線
整備整備



国道３０３号線整備国道３０３号線整備

通勤圏の拡大
旧揖斐川町はもちろん
大野町，池田町，神戸町まで大野町，池田町，神戸町まで
（整備前は、旧揖斐川町まで１時間以上）

高校生は大垣まで通学が可能
（揖斐駅まで親が送迎）
以前は揖斐高校も下宿生活



集落排水施設集落排水施設 全戸に
水洗トイレ

高速高速
インターネットインターネットインターネットインターネット

全戸に
光ケーブル



町営住宅町営住宅
（川上地区）（川上地区）

教員住宅教員住宅
（坂本地区）（坂本地区）



ライスセンターライスセンター

味が評判の
坂内産コシヒカリ



ダチョウ肉ダチョウ肉
低脂肪
低カロリー
高タンパク

ハンバーグ，コロッケ
サイコロステーキ等，
豊富なメニュー



パッションフルーツパッションフルーツ

日よけにも最適



道の駅道の駅
夜叉ヶ池の里さかうち夜叉ヶ池の里さかうち

毎月第一日曜日は毎月第一日曜日は

朝市を開催朝市を開催（５～１１月）（５～１１月）



坂内交流センター坂内交流センター



坂内交流センター坂内交流センター

坂内保育園

図書館も
併設



高齢者住宅高齢者住宅 はなももはなもも

安心して安心して
自立生活が可能に自立生活が可能に



坂内国保診療所坂内国保診療所

デイサービスデイサービス
センターセンター



夜叉姫の館夜叉姫の館 宿泊研修施設
として利用

ガラス温室ガラス温室

パッション
フルーツ等，
特産品を栽培



坂内バイクランド坂内バイクランド

センターハウス

年２回
４Ｈ耐久レースを
住民が主催



予想：人口７２０人 → １０年後に５３０人

目標：人口７２０人 → １０年後に８３０人

平成８年度坂内村第三次総合計画平成８年度坂内村第三次総合計画

目標：人口７２０人 → １０年後に８３０人

現実：人口７２０人現実：人口７２０人→→１０年後に１０年後に５５０人５５０人



坂内地区データ坂内地区データ

６５歳以上が
５５％以上

７０歳から８０歳の年齢層だけが
目立つ人口構成図

（苦しいながら，地区行事ができてしまう理由）



地域の伝統行事地域の伝統行事 等等

地区の後継者（役員等）不足地区の後継者（役員等）不足
諸行事の推進が困難諸行事の推進が困難



荒れた田畑・山林荒れた田畑・山林

先祖代々受け継がれてきた先祖代々受け継がれてきた
田畑・山林だけでなく田畑・山林だけでなく

新たに整備した田畑も荒れだす現実新たに整備した田畑も荒れだす現実



高齢化・独居者・助け合い高齢化・独居者・助け合い

雪の積る坂内の冬、独居者は雪の積る坂内の冬、独居者は
身内よりも近隣の人が頼り身内よりも近隣の人が頼り



保育園・学校保育園・学校

存続の危機存続の危機
（平成２０年２月現在（平成２０年２月現在 小中学校：２８名小中学校：２８名 保育園：６名）保育園：６名）
・お隣の藤橋小中学校は既に廃校（平成１９年３月）・お隣の藤橋小中学校は既に廃校（平成１９年３月）



「坂内再生委員会」発足「坂内再生委員会」発足

【何とかせんといかん何とかせんといかん】
坂内住民の切実な思いを、

坂内住民の代弁者となる

「坂内住民自身による活動グループ」発足

坂内の課題を一番理解しているのは坂内の課題を一番理解しているのは

坂内住民自身坂内住民自身と坂内出身者坂内出身者



「坂内再生委員会」発足「坂内再生委員会」発足

【世の中の現状世の中の現状】

「若者に返ってきてほしいけど、「若者に返ってきてほしいけど、
現実的には難しい・・・」現実的には難しい・・・」現実的には難しい・・・」現実的には難しい・・・」

働きかける対象の検討働きかける対象の検討

坂内地区には職場が坂内地区には職場が
ないという現実ないという現実



「坂内再生委員会発足」「坂内再生委員会発足」 団塊の世代への呼びかけ団塊の世代への呼びかけ

昭和２２～２４年生まれが昭和２２～２４年生まれが

なんと２２０人以上なんと２２０人以上

今を逃すと今を逃すと
呼びかけのチャンスを失う呼びかけのチャンスを失う



「坂内再生委員会」発足「坂内再生委員会」発足
【坂内出身の坂内出身の

団塊の世代の方々は団塊の世代の方々は

坂内の人的財産坂内の人的財産】】坂内の人的財産坂内の人的財産】】
坂内は７地区に分かれているが
各地区に１人でも

そんな人が出てきたら・・・



「坂内再生委員会」「坂内再生委員会」 活動経緯活動経緯
■平成１９年６月１８日

各区長さんの同意を得、
住民自身による活動として発足

■平成１９年７月９日
在住団塊の世代・Uターン者・議員への説明会開催

「第一目標：帰省回数を増やす」

各区から１万円
（計７万円）を
寄付していただく

「第一目標：帰省回数を増やす」

■平成１９年８月２７日
坂内住民の思いを代弁する活動内容の推進を合意
＊「団塊の世代対象者（昭和２２年～２４年生まれ）」調査
＊「坂内がこんなに困っています（現状課題）」作成・発送
＊「坂内からの声（呼びかけ）」作成・発送
＊「現在の坂内（整ってきた環境ＰＲ）」作成・発送
＊「アンケート（Uターン希望者の発掘）」作成・発送・回収



「坂内再生委員会」「坂内再生委員会」 活動経緯活動経緯
■平成１９年９月１０日
団塊の世代の方々へアンケート等の資料発送
（１７３名分） 完了

■平成１９年１０月１７日
団塊の世代の方々へアンケートの集計完了団塊の世代の方々へアンケートの集計完了

■平成１９年１０月１８日
行政推進委員会にて、アンケート結果の報告

■平成１９年１０月２９日
アンケート結果を受け、今後の動きを検討



アンケート結果①アンケート結果①（１１月３日坂内文化祭発表内容）

団塊の世代の方々のアンケート回答数（全体）・・坂内出身意識

返信者
男性 ４０
女性 ３５未返信者

８７名 回答率回答率
４３４３..１％１％

今まで坂内出身者に
声をかけてこなかった現われ？

住所不明者
１１名

４３４３..１％１％
低回答率



団塊の世代の方々のアンケート回答数（地区別）・・地区出身意識

諸家地区
男性 ２
女性 ３

川上地区
男性 ８
女性 １１

広瀬地区 坂本地区

回答率５６％回答率４５％

アンケート結果②アンケート結果②（１１月３日坂内文化祭発表内容）

広瀬地区
男性 ２０
女性 １４

坂本地区
男性 １０
女性 ７

回答率４６％ 回答率４１％

祭りや運動会などに
地区出身者をうまく巻き込んでいるから？



団塊の世代の方々の坂内との関わり・・坂内との接点

いない 母

父

坂内在住の身内

ある

坂内の持ち家坂内の農地山林

ある

未回答

アンケート結果③アンケート結果③（１１月３日坂内文化祭発表内容）

姉妹

兄弟

未回答
ない

ない

身内との関係は現存
身内を通じて情報提供が重要



団塊の世代の方々のUターン計画・・希望者への対応策

住む家がない

長男ではない３名

８名

４５名 １９名

■ 近々帰る予定
■ 将来は

帰りたい

■ 帰りたいけど
無理

アンケート結果④アンケート結果④（１１月３日坂内文化祭発表内容）

空き家の紹介

相談窓口の紹介

４５名 １９名

□ 帰るつもりは
ない

１１名がＵターンを計画中
「懇親会」の早期実現が必要か？



団塊の世代の方々のUターン計画・・帰りたいけど無理

という人への対応策

住む家がない

長男ではない

付き合いがいや

親・兄弟等が居な

坂内での

一定期間宿泊施設

アンケート結果⑤アンケート結果⑤（１１月３日坂内文化祭発表内容）

仕事がない

都会で持ち家

老後の不安

親・兄弟等が居な
いため生活基盤
に不安がある 四季を通じて

帰省回数を

増やしたい



団塊の世代の方々の帰省状況（全体）・・地区行事参加

帰省回数（年間）

帰らない

１・２回

帰省理由

田畑仕事
ドライブ
山菜採り
登山 等

葬儀・法事

帰省時の祭りへの参加

参加したい

アンケート結果⑥アンケート結果⑥（１１月３日坂内文化祭発表内容）

３・４回
５回以上 イベント

お祭り 盆・正月

参加したい

参加している

参加しない

お祭り等の地区行事について
積極的な情報提供が必要



団塊の世代の方々の帰省状況（５回以上）・・農業への興味

稲作などへの興味

興味ある

興味ない

休耕田利用への興味

興味ある

アンケート結果⑦アンケート結果⑦（１１月３日坂内文化祭発表内容）

未回答

興味ない

分からない 未回答
興味ない

坂内農業の組織・生産・販売等の
積極的な情報発信が必要



団塊の世代の方々からの貴重な意見

坂内での一定期間宿泊施設があれば気軽に帰省できると思います。

一端都会生活が長くなると、坂内の行事参加に対して自らの参加には非常に

消極的にならざるを得ません。皆さんから声をかけていただければ・・

勉強不足もありますが、都会にいますと坂内のことがよくわかりませんので

年間行事・イベント情報（地区情報も含む）を発行していただいたいい
と思います。

アンケート結果⑧アンケート結果⑧（１１月３日坂内文化祭発表内容）

坂内住民からの「声かけ・発信」が
両者の掛け橋に

消極的にならざるを得ません。皆さんから声をかけていただければ・・

我々のような団塊の世代のように、中学校を卒業したら都会人になって職を
求める家庭指導・教育指導ではなく、上位教育（高等学校・大学）を終えたら

揖斐川町合併によるメリットを生かして、揖斐川町広域内での就職に向
けた指導及び取り組みを強化出来ないものでしょうか。



今後の活動今後の活動
■坂内ツアーと懇親会実施（４月１３日）
坂内への依存度を強くお持ちの方に案内を出し，
坂内バスツアーを行うことで，坂内の現状を知って
いただく
その後，住民との懇親会実施その後，住民との懇親会実施

■坂内からの情報発信
定期的に，離村者へ坂内の情報を郵送する

■団塊次世代アンケート回収・整理
坂内出身者の本音を整理し今後への参考とする
（Ｓ２５～２８年度生まれ）



この美しい坂内を
いつまでも・・・

ご清聴，ありがとうございました
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